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前述テーマの実現には、健康の維

持・増進～疾病の診断・治療の充実

とそれらの高度化が必要だ。そのた

めに、「健康維持・増進のための仕組

み作り」「医療体制の整備」「新しい

科学技術の活用」を重要テーマとし

てコンサルティングに取り組んでい

る。具体的には、「将来のPHR（パ

ーソナルヘルスレコード）実現を視

野に入れた、自治体・企業・健康保

険組合等における健康マネジメント

の支援を通した国民の健康維持、

EHR（エレクトロニックヘルスレコ

ード）を視野に入れた医療連携や、遠

隔医療構築等を通した医療の充実と医

療機関の経営改革、トランスレーショ

ナルリサーチ構築支援などによる

QOL（クオリティオブライフ）を高

める技術の発掘から事業化まで、コン

サルティングサービスを

通して支援しています。

これらの取組みには、

ICTの活用が大きな価値

をもたらすのは間違いの

ないところです。しかし

ながら、ICTの導入には

人的ソリューションの提

示が不可欠です。ここが

我々の責務であると考え

ています。」(本多周一チ

ームリーダー）

ライフサイエンス戦略チームは、

健康維持・増進のための仕組み作り

や医療体制の整備、新しい科学技術

の活用に関し、数多くのコンサルテ

ィングサービスの提供実績を持つ。

本多チームリーダーは、「これまでの

実績とそれに基づくヒューマンリレ

ーションをベースに、NTTデータは

もちろん、NTTグループ各社が持つ

強み、シナジーを活かした政策提言

や研究会活動等を積極的に展開する

とともに、事業機会の探索や実行支

援を行うことによって、私どもが目

指すテーマの実現とNTTグループの

事業への貢献を図っていきたいと考

えています」と抱負を述べている。

本格的な高齢化社会に突入した現

在、国民が可能な限り健康で暮らす

ことができ、病気になっても適切な

治療が受けられ、安心して暮らすこ

とができる社会の実現は極めて重要

だ。医療崩壊などが社会問題化する

なか、行政も地域医療体制の強化、

救急医療や周産期医療など緊急医療

体制の整備を加速している。

NTTデータ経営研究所のライフ

サイエンス戦略チームは、コンサル

ティングサービスを通して、「国民

が健康で、病気になっても安心して

暮らすことができる社会」への貢献

をテーマに、政策提言等の活動を積

極的に展開している。

コンサル実績とNTTグループのシナジーを活かし、
健康な暮らし、安心して暮らせる社会の実現に貢献

NTTデータ経営研究所

コンサルサービスを通し、健康維
持と安心した暮らしの実現を支援

◆ 医療供給体制の整備 ◆ 地域としての医療確保 

◆ 地域における住民参加の医療 ◆ コミュニティの参加 

◆ 新しい科学技術の活用 ◆ 疾病の診断・治療の充実 

◆ 地域医療の情報化 ◆ 医療の効率化 

◆ 健康経営の導入 ◆ 健康の維持・増進 

対策 ライフサイエンスのキーワード 

健康維持・増進戦略策定 

新しい科学技術の事業化 ライフサイエンスでのICT活用 

地域医療ネットワーク構築 

ライフサイエンス戦略チームの視点（強み） 

図1 ライフサイエンス戦略チームが目指すもの
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数多くの実績を踏まえた政策提
言・研究会活動を積極的に展開

NTTデータ経営研究所

http://www.bcm.co.jp/
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